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表 職務イメージのパターン行列
項目 F1 F2 F3
12_4 看護を通して自分を成長させたい .81 .14 -.16
12_1 看護は私にとって興味のあるものだ .79 .04 .02
12_3 看護は人間性を高めてくれる .76 .31 -.16
12_2 看護は私にとって日常の一部である .64 .13 .19
12_5 看護を実践する自信がない -.35 .78 -.13
12_6 看護がまだ身についていない -.26 .77 -.30
12_7 看護は汚い仕事である -.08 .26 .71
12_8 看護はきつい仕事である .08 .30 .64
因子寄与 2.49 1.48 1.11
表 職務倫理のパターン行列








































平均値 SD 平均値 SD
就業意向 4.10 0.91 3.68 1.03 0.44 3.00 .00
職務イメージ
成長志向 4.06 0.56 3.84 0.71 0.36 2.46 .01
未熟認識 4.01 0.72 4.05 0.76 -0.06 -0.41 .68
負担認知 3.45 0.68 3.27 0.73 0.26 1.77 .08
道徳基盤
権威 3.91 0.51 3.88 0.71 0.04 0.28 .78
公正 4.17 0.58 4.09 0.71 0.11 0.78 .44
危害 4.22 0.60 4.09 0.76 0.19 1.31 .19
内集団 3.86 0.68 3.74 0.72 0.17 1.15 .25
神聖性 4.10 0.61 4.11 0.63 -0.02 -0.16 .88
職務倫理
割り切り 2.91 0.74 2.76 0.71 0.20 1.37 .17
誠実性 3.57 0.62 3.43 0.67 0.21 1.43 .15
情 2.58 0.73 2.87 0.66 -0.41 -2.80 .01
度数 ％ 度数 ％ CV x2 p
進学背景
自分で選んだ 67 68.4 64 71.1 .16 4.60 .10
家族からの勧め 29 29.6 19 21.1












































変数名 割り切り 誠実性 情 割り切り 誠実性 情
就業意向 -.38** -.14 -.11 -.08 .04 -.12
進学背景
家族からの勧め .08 -.19+ -.15 -.05 .06 -.19+
友人からの勧め -.01 -.02 .09 .05 .04 .09
職務イメージ
成長志向 .26* .18 .06 -.12 -.08 .13
未熟認識 -.05 .05 .10 .05 -.05 -.02
負担認知 .29** .16 -.06 .24* .14 -.11
道徳基盤
権威 .01 .05 -.02 .08 .04 -.06
公正 .07 .04 -.26* -.10 -.05 .28*
危害 -.15 .09 -.05 .15 .40** -.04
内集団 -.28+ .06 .24 .04 -.06 -.21+
神聖性 .33* .12 -.19 -.16 -.11 -.12
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権威主義群 37 22 59
ケア重視群 34 36 70
リベラル群 	 10 18
保守群 19 22 41
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表 職務倫理を目的変数とする分散分析
従属変数 要因 η2p F df1 df2 p
割り切り クラスター .003 0.21 3 180 .89
学年 .014 2.55 1 180 .11
交互作用 .043 2.72 3 180 .05
誠実性 クラスター .033 2.04 3 180 .11
学年 .010 1.75 1 180 .19
交互作用 .020 1.25 3 180 .29
情 クラスター .043 2.71 3 180 .05
学年 .040 7.46 1 180 .01
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注
（）クラスターの命名に当たり Haidt（2012）の議論を参照した。Haidt（2012）は
政治的立場と道徳基盤の関連を実証的に検討し、保守派はつの道徳基盤全てを
重視する傾向がある一方、リベラル派は危害・公正のみを重視する傾向があるこ
とを見出している。つまりリベラルとは、できるだけ少ない道徳基盤だけで道徳
を構成しその他の道徳基盤よりも個人の選択を優先する立場であることを示唆し
ている。本研究におけるクラスターの命名はこの議論に依拠して進めた。
看護学生の職務倫理と道徳基盤の関係 69
─ 69 ─
